
1 ɽ͡Ίʹ
　μクタイϧమ管は開法で用いられることが
ଟいですが、ѹॖにڧく大きなਪਐྗに耐えられ
るため、ਪਐ法にも෯く用されています。
ਪਐ法は交௨事情や地Լߏ、ຒ設のӨڹ
により地表໘を開することがࠔな合に用
されます。この法では発ਐ立と౸達立を築
し、༉ѹジϟッΩなどを用いてਪਐ法用μク
タイϧమ管を発ਐ立からԡしࠐんで管路をߏ築
します。開法と比ֱして、૽Ի・振ಈ・คじ
んのݮ、ॅຽや交௨へのӨڹのܰݮ、環境ରࡦ
に優れるなどのメリットから数ଟく࠾用されてき
ました。ҎԼにਪਐ法用μクタイϧమ管のಛ
を͝介します。
2 ɽछྨͱಛ
　ਪਐ法用μクタイϧమ管は、ຒ設用のμクタ
イϧమ管の֎ܘがड口の֎ܘとಉじになるようమ
度であڧコンクリートで֎しているため高ے
り、৯ޮ果が高いのがಛです。
手のछྨとしては、5形、6形、64形がありܧ　
ます。これらのܧ手はੑࢪに優れ、Ӎや࣪気の
Өڹをड͚ずにਝに合できます。ܧ手は水道
用としての実があり、高い水ີੑをもっていま
す。また、5形と6形は地൫の変ಈにରԠでき、
64形は৳ॖੑとࢭ機能をඋえ、耐震ੑや
耐地൫変ಈにదしています。64形のಛをҎԼ
にࣔします。
˙  64形（ݺび2600～800ܘ）
　64形直管をమےコンクリートで֎したもの
で、ਪྗの達はૠし口部に༹したϑϥンジを
介して行います。ϑϥンジはਪྗ達を目的とし
たものであり、ਪਐྃ後は৳ॖՄとうੑのある
ܧࢭ手によってߏ管路をߏ築すること

ができます。
3 ɽۂઢਪਐ
　ਪਐ法用μクタイϧమ管はۂઢਪਐのରԠも
Մ能です。ۂઢਪਐの計ըに際しては、管を安શ
֬実にਪਐするために様々な要ૉや۷ਐํ法をݕ
౼する必要があります。主なݕ౼߲目には、ਪਐ
ྗの計ࢉ、ྗ߅のࡦݮ、クッシϣンࡐの選定、
管の耐ՙྗ、ܧ手部のࢭ水ੑなどがؚまれます。
また、設計࣌には用するμクタイϧమ管のܧ手
。する必要がありますྀߟげ֯度をۂや許༰ߏ
収できるٵをࠩޡの࣌ࢪ、ઢ管を行う合ۂ
ように、許༰ۂげ֯度に༨裕をもたせることが望
ましいです。一ൠ的には許༰ۂげ֯度の 1 � 2 を
設計ۂげ֯度として計ࢉを行い、直管または管
でۂઢ管する合の༗ޮ長は次式によりٻめら
れます。
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